
年次 昭和５８年昭和５９年昭和６０年昭和６１年昭和６２年昭和６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年
供給量（㎏） 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明
供給量（万Ｌ） 322.0 345.0 384.0 334.0 265.0 276.0 273.0 284.8 286.8 289.5 294.6 265.6 286.7

年次 平成８年 平成９年 平成１０年平成１１年平成１２年平成１３年平成１４年平成１５年平成１６年平成１７年平成１８年平成１９年 平成２０年

供給量（㎏） 76,434 64,142 62,057 60,789 52,041 47,985 47,683 45,033 42,757 42,520 41,390 39,760 36,657
供給量（万Ｌ） 300.39 252.78 244.57 239.57 205.09 189.11 187.92 177.48 168.51 167.57 163.12 156.69 144.47

年次 平成２１年

供給量（㎏） 37,054
供給量（万Ｌ） 146.03
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アルブミン製剤の国内使用推移

供給量（万Ｌ）

(財)血液製剤調査機構のデータをも

とに厚生労働省作成
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血漿分画製剤の自給率（年次：供給量ベース）の推移

アルブミン製剤

免疫グロブリン製剤

血液凝固第Ⅷ因子製剤（遺伝子組

換え製剤を含む）

血液凝固第Ⅷ因子製剤（遺伝子組

換え製剤を含まない）

Ｓ６１．６月

アルブミン製剤等の

適正使用基準

Ｈ４．３月

日赤の献血由来第Ⅷ因子

製剤の製造・供給開始

Ｈ５．９月

遺伝子組換え第Ⅷ因子

製剤の発売開始

第Ⅷ因子

100%
（注２）

ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ

95.1%

ｱﾙﾌﾞﾐﾝ

58.5%
（注２）

注１：遺伝子組換え製剤を含む

注２：遺伝子組換え製剤を含まず

第Ⅷ因子

24.8%
（注１）

平成９年以前は年次、平成１０年以降は年度


